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“働きたくなる工場”へ。 

イトーキ関東工場、オフィスエリアを大規模リニューアル 

～オフィスエリアの書類を 8 割削減！ 

従業員の声から生まれた「Challenge to Craft」をコンセプトに、製造現場の新しい働き方をデザイン～ 

 

 

株式会社イトーキ（本社：東京都中央区、代表取締役社長：湊 宏司）は、2025 年 9 月 11 日（木）、 

千葉県千葉市にある関東工場のオフィスエリアを全面リニューアルしました。 

本取り組みは、製造拠点における人的資本経営を空間から実践する先進事例として、働く一人ひとりの

能力と意欲を引き出し、組織全体のエンゲージメントと生産性の向上をめざしています。 

 

 

▲オフィスエントランス 

 

 

 

 

 



背景とねらい：工場の課題を“空間”で解決する 

製造業の現場ではいま、「人材不足」「安全性の確保」「生産性の向上とイノベーションの創出」と   

いった複合的な課題が深刻化しています。こうした課題に対応するためには、従業員一人ひとりが健康的

に、前向きに働き続けられる職場環境の整備が不可欠です。 

また、従来は生産効率が重視されてきた工場においても、近年では、現場からアイデアや技術革新を 

生み出す“イノベーションの場”としての機能が求められるようになり、「空間への投資」が注目を集めて

います。 

イトーキ関東工場でも、これらの課題を解決し、生産現場の力を最大化させるため、オフィスエリアを

全面リニューアル。現場で働く従業員を中心に理想の働き方を描き、アイデアを出し合って、17 年間  

使用されてきた旧オフィスを全面的に刷新しました。 

今後はショールームとして見学の受け入れも予定しており、製造業における「空間からの人的資本  

経営」のモデルとして、企業の課題解決に貢献することを目指していきます。 

 

「Challenge to Craft」──現場の声から生まれた、“働きたい工場” 

今回のリニューアルは、「Challenge to Craft」を空間コンセプトに掲げ、製造現場における“これから

の働き方”を具現化する取り組みとして推進しました。 

プロジェクトは、プロジェクトマネージャーを中心に、現場で働く従業員の声を丁寧に汲み取りながら

共創型で進行。コンセプトと空間ゾーニングの検討にあたっては、アンケートやワークショップを実施

し、現場メンバー自身がアイデアを出し合いながら具体化を図りました。 

この取り組みの根底には、働く人の健康とものづくりの魅力の両立を大切にし、健康的かつ前向きに 

働き続けられる環境こそが、より良い製品づくりを支えるという考え方があります。 

この価値観をもとに、「進化する工場」と「イキイキ働く」という 2 つの視点を空間設計の柱として  

設定。「進化する工場」では、“常により良いものを生み出す挑戦を後押しする場”としてのあり方を、  

「イキイキ働く」では“安全・安心を前提に、活力と一体感を育む環境”を空間に反映しました。 

これらは、製造業が抱える「人材不足」「安全性の確保」「生産性とイノベーションの両立」といった 

共 通 課 題 に 対 し 、 空 間 の 力 で 現 場 か ら ア プ ロ ー チ す る 実 践 的 な 解 決 策 と な っ て い ま す 。

 



そして、今回のリニューアルで最大のチャレンジとなったのが、書類の削減です。法律上保管が義務 

付けられているものも多く、あふれる書類がスペースを圧迫していましたが、廃棄や倉庫整理を徹底し、

オフィスエリアの書類を約 8 割削減しました。 

 これにより空間にゆとりが生まれ、より働きやすいオフィスデザインを実現しています。 

 

 

製造現場の課題に、空間デザインで応える 3 つの実践アプローチ 

①人材不足への対応：採用と定着を支える、柔軟な働き方と居心地 

今回のリニューアルでは、従業員が気分や業務内容に応じて働く場所を選べるよう、グループアドレス

席・集中席・ソロブース・コラボエリア・ラボ・カフェなど、多様なスペースで構成。製造現場において

も、柔軟な働き方の実現を可能にしました。 

空間インテリアには、イトーキのデザイン指針「ITOKI SENSE 2025」の中から「つむぐ（Timeless）」

を採用。木材や石などの自然素材を活かした上質で居心地の良い空間が、快適な働く環境を演出して  

います。 

さらに、インテリアの要所には、関東工場で生産されたパーティションやラックなど自社製品を活用。

自分たちの手でつくった製品が働く場に取り入れられることで誇りや共感が生まれ、「働きたい」    

「続けたい」と思える空間づくりにつながっています。 

 
 

②安全性の確保：集中とリラックスを切り替える多様な空間の工夫 

製造拠点においては、作業中の安全確保に加え、オフィスで働く人々が心身ともに健康に働き続けられ

る「心の安全・身体の安全」も重要なテーマです。 

今回のリニューアルでは、こうした観点からの環境づくりにも力を入れました。グリーンを多く配置 

した開放的な空間をはじめ、業務の合間に意識を切り替えてリフレッシュできるカフェ、靴を脱いで  

リラックスできるミーティングスペース、静かな環境で作業に取り組める集中席など、多様な空間を  

整備。業務内容や気分に応じて「集中」と「リラックス」を自然に切り替えられることで、作業効率の  

向上だけでなく、心身の安定や働くモチベーションの維持にもつながります。 

こうした「休む・話す・切り替える」ための場づくりは、目に見えにくい“安全性への投資”であり、   

安心して長く働ける職場環境の実現に寄与しています。 

 



 

 

▲窓際席 

 

 

 

 

▲コラボエリアとカフェエリア 

 

 

 

 



③生産性の向上とイノベーションの創出：連携を促すグループアドレス制と導線設計 

製造現場では、ささいな声かけや気づきが品質や安全性に影響を与えることもあるため、チーム単位で

スムーズに連携できる環境整備が不可欠です。 

 

今回導入したのは、固定席を廃止し、チームごとにフレキシブルに座席を使える「グループアドレス

制」。業務ごとの関係性に応じて最適な距離感で作業ができ、その場で即座に確認・判断・共有が可能な

“即応力のある現場”を実現しました。 

 

中にはチームの域を超えた連携を促進する「ダブルアドレス席」も用意し、組織横断的な協働や柔軟な

チーム運営を支援する工夫も取り入れています。 

 

また、固定席で直線的な導線が主だった旧オフィスとは異なり、空間内に多様なエリアを分散配置。 

自然と人の動きが生まれ、偶発的な出会いや会話が活性化されることで、イノベーション創出のきっかけ

を育む設計としています。 

 

 

▲グループアドレス席 

 

今後の展望：空間から“人的資本経営”を広げる 

本リニューアルは、イトーキが実践し、お客様にも提案している「人的資本投資に寄与するオフィス 

投資」という考え方にもとづく取り組みのひとつです。これまでも本社をはじめ、全国各地の拠点でも 

同様の施策を進めており、関東工場のリニューアルもその延長線上に位置づけています。 

今後は、“工場の働き方改革”という観点から、本取り組みを空間提案や見学受け入れにも活かしていく

予定です。 

イトーキはこれからも、働く人の可能性を引き出す空間づくりを通じて、より良い働き方の実現に貢献

してまいります。 

 



イトーキ関東工場概要 

名称    イトーキ関東工場 

住所    〒267-0056 千葉県千葉市緑区大野台 2-5-1 

在籍者数   約 130 名（2025 年 8 月時点） 

見学について イトーキ関東工場では法人のお客様の工場見学を受け付けています。 

見学可能時間：10 時 00 分～16 時 00 分（完全予約制） 

予約：以下までお問合せください。 

関東生産企画部 043-226-5391 

※予約状況によって、見学をお受けできない可能性がございます。 

 

 

【イトーキのワークプレイス事業について】 

株式会社イトーキ 1890 年創業。ミッションステートメントに『明日の「働く」を、デザインする。』

を掲げ、オフィス家具の製造販売、オフィス空間デザイン、働き方コンサルティング、オフィスデータ 

分析サービスのほか、在宅ワークや家庭学習用家具、公共施設や物流施設向け機器など、”Tech×Design 

based on PEOPLE”を強みに、さまざまな「空間」「環境」「場」づくりをサポートしています。 

ハイブリッドワークが普及し働く場所や働き方の多様化が進むなか、生産性や創造性を高める空間

DX、最適なオフィス運用を伴走型で支援するコンサルティングサービスなども展開。外部デザイナーや  

パートナー企業との協業も積極的に行い、これからの新しいワークスタイルとワークプレイスを提案し

ています。 

 

【本件に関する報道関係者からのお問い合わせ先】 

株式会社イトーキ コーポレートコミュニケーション統括部広報課 佐藤 

TEL : 03-6910-3910 MAIL : itk-pr＠itoki.jp 

 

【本件に関する IR のお問い合わせ先】 

株式会社イトーキ コーポレートコミュニケーション統括部 IR･SR 部 木塲 

TEL：03-6910-3910 MAIL：itk-ir@itoki.jp 

 

以上 


